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    ２０１５－２０１６年度 ＲＩ会長 

   Ｋ．Ｒ．ラビンドラン 氏  

        

例会予定  １０月２１日 外部卓話 

        １０月２８日 ライラセミナー報告        クラブ創立当初のバナーは、ロータリーのマークに 

                           「水」の字をあしらったものでしたが、創立１０周年 

         当時、バナーを変えたいという意見が出て、研究検 

ＶＯＬ．５３ Ｎｏ．１３（通算Ｎｏ．2454）          討の結果出来たものが現在のものです。 

         鬼怒川と小貝川にはさまれた水海道は、昔から水 

２０１５年１０月１４日（水） 例会プログラム     路を利用して、江戸に通じる要地として繁栄し、川と 

点 鐘         の関わり合いの深い所です。 

ロータリーソング・四つのテスト                  鯰は「如拙」の「瓢箪鯰」にあるよう、また幸を招く 

ビジター紹介        魚として、川魚の代表的な魚です。この「鯰」と「川」 

出席報告              が当地の特色をもっとも的確に表すだろうと云う 

ＳＡＡ報告        ことで、東京女子美術学校講師であった増渕淳子 

諸報告              先生が両川の清流に黄金の鯰を配して図案化 

幹事報告              したものです。 

会長挨拶 

米山奨学生卓話  レンゴゲニさん 

          

                                      

２０１５－２０１６年度        会   長  海 老 原 良 夫     幹   事  松 崎 隆 詞 

創立 １９６３年９月２５日 

≪例会場・例会日≫    ≪事務所≫ 

〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 2790  〒303-0023 茨城県常総市水海道宝町 3386 

常陽銀行水海道支店内 3Ｆ         釜久ビル 3Ｆ 

毎週 水曜日 12：30～13：30 ☎0297-22-1251    ℡0297-30-0875  Fax0297-30-0876 

          E-mail mitsu-rc@lapis.plala.or.jp 

          URL http://www.mitsukaido-rc.jp/ 
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例会報告  ＶＯＬ．５３ Ｎｏ．１２（Ｎｏ．2453） １０月７日（水）晴れ （司会 石井康弘委員長） 

 本例会での主な事項 

 ◎会長挨拶    ◎災害復興プロジェクト報告 

        ◎クラブ協議会 

 

誕 生 祝 

 

≪会 員≫武藤康之会員  松崎隆詞会員 

≪ご夫人≫鈴木（邦）会員  細野会員  二本松会員  松坂会員 

 

諸 報 告 

米山記念奨学会  福田克比古委員長 

１０月は米山月間です。このような時に申し訳ありませんが、特別寄付２０,０００円お願い致します。 

 

幹 事 報 告  松崎隆詞幹事 

週報受理クラブ なし 

例会変更通知 牛久ＲＣ  １０月１９日（月）→１０月１１日（日）地区親善野球大会 

   竜ヶ崎ＲＣ １０月１３日（火）休会 

１０月２８日（水）例会終了後に、現況報告書の製本作業を致します。ご協力宜しくお願い申し上げます。 

 

会 長 挨 拶  海老原良夫会長   2015.10．7 「名乗り出でよ」 

9月第2週例会の後、第3・4週は年間計画により休会でした。水害罹災後

の 9月 30日例会は、被災した会員の心情に配慮し休会にとの意向もある処、

敢えて開催し 4名の会員から発言がありました。 

冒頭、北村仁ＰＧは、かつて神戸大震災で会場を失くした神戸ＲＣが休会

せず道路上で例会を開催した事例を紹介されました。私たちが仮に休会した

ならば、神戸ＲＣとは異なった選択をしたことになりました。私たちの選択の是

非は後世のクラブ会員に委ねます。 

お二人目は支援物資第１号受け入れ拠点としてご尽力戴いた田上秀雄会員からご説明を受けました。私

の会長としての職務怠慢から理事会開催が遅延し、支援受け入れ態勢づくり等が後手に回りました。災害発

生・緊急時のクラブ体制作りの課題が現れてきました。 

続いて松崎隆詞幹事からクラブ総会として「災害復興プロジェクトチーム立ち上げ」の動議が提出され審議

の上承認されました。松崎幹事は、罹災し傷心のなか出席戴いた会員の意気に感じ緊急のクラブ総会を小

田原評定に陥ることなく会員の総意を導き出しました。 

最後に松坂興一会員からプロジェクトチーム発足の受諾スピーチがありました。チームの人選について北

村仁・松坂興一、両リーダーに一任ではなく『名乗りでよ』と発言されました。私はこの日本語の真の値打ちと
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使う時宜を松坂会員の短い一言から学びました。 

ロータリーの例会は週に１度僅か１時間の逢瀬ではあります。が、私たちはその気になりさえすれば仲間の

会員の一言一句から、人生を生きる上での貴重な示唆、教訓を学びとることさえもできるのです。例会場は人

間修養道場であると言われる所以でありましょう。 

今般「災害復興プロジェクトチーム」リーダーの任を、米国アナハイムでＧＥＴＳを受講された経歴をお持ちの

北村仁会員と、ガバナー輩出年度に地区幹事として、その重責を果たされ、地区内外に幅広い人脈と見識

をお持ちの松坂興一会員のお二人に受任戴きましたことに感謝申し上げます。 

 

災害復興プロジェクト報告  水害復興特別委員会報告書    松坂興一会員 

先週の例会に於きまして、此の度の水害復興について特別チームの編成が

承認されまして、早速人選が行なわれ青木清人会員、石塚克己会員、石井

康弘会員、北村 仁会員、北村英明会員、熊谷 昇会員、松村仁寿会員、 

武藤康之会員、そして私松坂以上９名で編成致す事となりました。 

 さっそく第 1回の会合を開きまして、どの様に対応すべきか討議がなされま

した。その経過につきまして報告させて頂きます。 

先ず検討すべき事項といたしまして、大別いたし 2点が挙げられました。 

１点は此の度の水害で被害を被りました会員へのお見舞いについてであります。 

床上浸水されました会員数は２５名にも挙がっております。 

被害を受けられました会員諸氏に一律１０万円を支給することと致しました。 

その財源と致しましては、今年度のクラブ予算を一旦白紙に戻し、各委員会の事業資金を見直して、そこか

ら捻出するということです。 

総額といたしまして２５０万円程になりますが、なによりも先ず早急にお見舞いすべきと思います。 

此の度の水害は未曾有のことであり、クラブといたしましても例年通り事業を行なうと結う訳にはまいりません。

従いまして新たに考えるべきと思います。 

ロータリークラブは会員をもって構成されております。その会員の半数以上の方々が大きな被害を被ってい

るのだから、最優先に対処すべきと考えました。 

とは申しましても、無にもせずに喪に服すだけではロータリークラブとして面目が立ちません。各委員会とし

てのお考えも有ろうかと存じますが、一例を挙げるならば、親睦委員会が行なう忘年会にしても、予算を使わ

ず全て自費をもって行なうとか、何もやらずにいたら元気を失いそれこそ復興の妨げに為ると思うからです。

被害を受けられた皆さんが今一度元気を取り戻され、元の生活、また事業活動に一日も早く復帰されますこ

とを心より祈念いたしております。 

次に第二点についてでありますが、ロータリー関係から様々義捐金、義捐物資が送られてきております。これ

らはクラブに直接送られたものと、ガバナー事務所に送られてきた物とがあります。これ等につきましてどの

様に対応、処理すべきかは、明後日ガバナー事務所よりガバナー、地区幹事、地区会計長が見えられて検

討、協議する事になっております。その結果につきましては次週報告させていただきます。 

此の度の大水害は，どなたも想像することの出来ない全く想定外の出来事でありました。従いまして熟慮する

ことよりも拙速を第一と考えております。 

何かと、ご不満もおありと存じますが、会員一同心を一つにしてご協力いただけます様御願い申し上げます。 

 

クラブ協議会 

災害復興プロジェクト報告を受け、事業計画の見直しをお願いします。 

ロータリー情報委員会の松坂委員長、親睦活動委員会の石塚（克）委員長、国際奉仕委員会の五木田（裕）

委員長、プログラム委員会の石井委員長、地域奉仕プロジェクトの青木（正）実行委員長併せて職業奉仕委

員会より発言がありました。 

ＳＡＡ委員会の染谷（秀）委員長より、ガバナー公式訪問は予定通りと考えていいのでしょうか。準備の都合も
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ありますので。 

海老原会長より、ガバナー公式訪問については予定通りと考えています。 

 

出 席 報 告   荒井孝典委員長 

会員総数 出席者数 欠席者数 出席免除 メーク 出席率 

５５名 ３６名 １９名 ０名 １名 ６７．２７％ 

 

ニコニコボックス  染谷秀雄委員長             入金計 ￥58,000     累計 ￥608,000  

誕生祝御礼≪会員≫松崎・武藤  各会員  ≪ご夫人≫松坂・二本松・細野・鈴木（邦）  各会員 

本日は災害復興プロジェクトチームの皆様よろしく例会進行をお願いします。   海老原会員 

災害を受けられた会員の一日も早い復興を祈ります。  鈴木（邦）会員 

１０月米山月間と経済・地域社会の発展月間です。被災された皆様と地域の一日も早い復興を願います。 

熊谷会員 

先週欠席しました。遅くなりましたが先の大水害によって被災されました方々に心より御見舞い申し上げます。

また来週より米山の寄付金を集めさせて頂きます。  福田会員 

ロータリーバッジを頂きました。水害で多くの物を失いましたが、古女房は残りました。  青木（正）会員 

水害に遭われた方に御見舞い申し上げます。  山牟田会員 

災害に対する早期対応、解決を心から願います。   石井会員 

復興に向けて頑張りましょう。  古矢会員 

アパートに引っ越します。  染谷（秀）会員 

激甚災害の指定を受けました！早期復興に向けて頑張りましょう！   大澤会員 

例会欠席申し訳ございません。  小島会員 

例会欠席しました。   染谷（昭）会員 

 

会報委員会  二本松恭行委員長  亀崎徳彦副委員長  本橋美章委員 

 

 

 

 

写真提供：青木正弘会員 


